
21世紀を担う子どもたちの豊かな心を育て，日本の伝統文化である
書道美術の普及と向上を目的として開催するものです。

◆主　　催　茨城新聞社，茨城書道美術振興会
◆後　　援　茨城県，茨城県議会，茨城県教育委員会，水戸市，水戸市教育委員会，
　　　　　　茨城県子ども会育成連合会
◆応募期間　令和４年11月１日㈫～11月15日㈫必着
◆出品対象　県内在住または通園・通学する，幼年・小学生・中学生・高校生
◆出品点数　１人　　複数点出品可
◆出 品 料　全部門　１点　300円（指定の郵便振替用紙で作品と同時に送金してください）
　　　　　　※払い込まれた出品料は、出品がなくても返金できません。
　　　　　　　過剰入金・重複入金についても返金できませんのでご注意ください。
◆作品規定
　　　　　　１．対　　象　幼年・小学生・中学生の部，高校生の部
　　　　　　２．作品規格　幼年・小学生・中学生の部
　　　　　　　　　　　　　〈半紙〉33.3 cm × 24.3 cm
　　　　　　　　　　　　　高校生の部
　　　　　　　　　　　　　〈条幅〉135.0 cm × 35.0 cm
　　　　　　３．課　　題　

△

字句，書体ともに自由
　　　　　　　　　　　　　　　文部科学省指導要領に準拠して下さい
　　　　　　　　　　　　　

△

字数　幼年・小学生　１～６字以内
　　　　　　　　　　　　　　　　　中学生，高校生　自由
　　　　　　４．必ず学年を記入のこと（例）「中一」「小三」等
◆応募方法　所定の出品票と出品一覧表に必要事項を記入のうえ作品左下に貼付し，送付
　　　　　　してください。（応募点数の多い団体はデータでの出品一覧表を受け付けて
　　　　　　おりますので事務局までお問い合わせください）　
◆作品の返却はいたしません

〒310-8686　水戸市笠原町978－25　茨城県開発公社ビル
茨城新聞社営業局事業部「茨城新聞学生書道紙上展」事務局
電話　029－239－3005　平日（土日祝除く）9:00～17:00

◆紙上発表　奨励賞以上の入賞者全員の名前，優秀賞以上の作品写真を茨城新聞紙上に
　　　　　　掲載します。令和５年２月中旬（予定）
◆各　　賞　出品者全員に賞状または賞状と賞品を授与いたします
　　　　　　特別賞　茨城県知事賞・茨城県議会議長賞・茨城県教育長賞・水戸市長賞
　　　　　　　　　　水戸市教育長賞・茨城県子ども会育成連合会理事長賞
　　　　　　　　　　茨城新聞社長賞・茨城書道美術振興会理事長賞
　　　　　　優秀賞
　　　　　　奨励賞

　　　　　　特選
　　　　　　秀作
　　　　　　佳作
◆表 彰 式　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止といたします
◆賞品・賞状の発送　令和５年２月下旬より順次発送いたします
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太
枠
の
中
は
必
ず
ご
記
入
下
さ
い
。
出
品
票
不
足
の
場
合
は
、
コ
ピ
ー
に
て
ご
使
用
下
さ
い
。
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水
戸
第
一
高

水
戸
第
二
高

水
戸
第
三
高

水
戸
桜
ノ
牧
高

那
珂
湊
高

友
部
高

水
城
高

水
戸
葵
陵
高

日
立
第
二
高

太
田
第
一
高

磯
原
郷
英
高

明
秀
学
園
日
立
高

鉾
田
第
一
高

鉾
田
第
二
高

麻
生
高

神
栖
高

牛
久
栄
進
高

茗
溪
学
園
高

茗
溪
学
園
中

常
総
学
院
高

つ
く
ば
国
際
大
東
風
高

つ
く
ば
国
際
大
東
風
小

竜
ヶ
崎
第
一
高

下
妻
第
二
高

水
海
道
第
二
高

會
澤
鮮
鳳

會
沢
伯
韻

秋
山
和
也

芦
沢
香
紫

飯
塚
冬
華

石
川
楽
堂

泉
　
芳
秋

伊
藤
春
蕙

伊
藤
智
峰

稲
葉
香
峰

井
上
光
基

入
江
二
葉

内
田
紫
陽

海
野
洋
紅

江
里
菫
秀

榎
戸
春
龍

江
森
葵
鶯

遠
藤
文
葉

大
内
子
曄

大
久
保
萬
里

大
古
翆
鳳

大
塚
珠
香

大
貫
艸
穹

大
森
翠
萩

大
和
田
豊
久

荻
沼
素
雪

小
澤
紫
風

小
沼
幸
子

小
沼
典
弘

小
野
江
華

恩
田
貞
賀

加
倉
井
心
華

鹿
志
村
滴
水

片
根
弘
園

勝
田
光
萌

金
内
草
香

金
子
紫
洋

川
﨑
一
葦

河
野
慧
秀

川
野
邊
泰
雲

神
田
桃
香

菊
池
珪
石

木
村
素
春

木
村
幸
代

久
保
玲
香

窪
山
墨
翠

熊
田
東
岳

栗
木
白
葉

倉
田
朱
鷗

小
泉
好
風

小
泉
芳
香

小
島
泰
山

小
林
千
早

小
松
雲
峰

小
室
穂
光

小
山
鏡
泉

齋
藤
研
峰

坂
本
蘭
香

佐
川
峰
章

佐
久
間
篁
石

佐
久
間
嶂
月

佐
藤
華
心

佐
藤
有
苑

三
野
白
靜

椎
名
枝
香

篠
原
敦
子

篠
原
挙
秋

下
条
蘭
雪

菅
原
馨
萩

杉
江
静
葉

助
川
雲
洲

鈴
木
赫
鳳

鈴
木
紫
鳳

鈴
木
赤
鳳

鈴
木
宗
美

鈴
木
ま
ど
か

鈴
木
明
窓

関
　
雅
山

勢
子
涼
香

瀬
谷
洸
石

髙
瀬
霞
山

高
荷
秀
麗

髙
村
皇
城

田
崎
蕙
和

田
島
香
奈
子

田
山
幸
恵

塚
原
彩
香

塚
本
杏
花

辻
　
敬
齋

鶴
見
香
萩

寺
門
紫
芳

飛
田
羽
吉

中
尾
慧
雪

中
島
昭
浩

中
田
寶
雲

永
藤
窓
風

中
山
雪
梦

夏
井
桃
春

生
田
目
萌
仙

新
堀
應
秋

西
野
香
葉

沼
田
陽
華

沼
知
芳
華

根
本
鐘
峰

白
田
韶
景

林
崎
黄
華

早
瀬
翠
雨

畠
石
東
碩

原
　
将
玄

原
田
光
洋

樋
口
水
苑

藤
枝
咲
絵

古
谷
富
士
子

保
坂
和
風

細
谷
如
溪

本
多
龍
村

牧
野
美
香

増
子
竹
扇

増
田
智
風

増
田
東
扇

松
浦
螢
郊

松
金
翠
香

間
宮
清
風

三
河
千
佳

水
澤
以
都
美

三
村
爽
風

宮
﨑
珀
川

宮
田
心
風

宮
田
待
草

村
上
泰
明

村
山
友
碩

谷
津
鳳
苑

簗
　
岳
遊

山
内
香
鶴

山
﨑
光
香

山
﨑
光
紗

山
内
香
楓

山
村
青
雨

吉
澤
衡
石

吉
澤
石
琥

吉
澤
太
雅

吉
澤
鐵
之

吉
田
清
香

吉
成
公
見

渡
辺
子
遊

和
田
帰
心

渡
邊
水
香

▽
茨
城
県
知
事
賞
　
柴
沼
杏
奈
さ
ん
　
▽
茨
城
県
議
会
議
長
賞
　
稲

毛
彩
華
さ
ん
　
▽
茨
城
県
教
育
長
賞
　
中
島
月
音
さ
ん
・
恒
松
佑
妃

さ
ん
・
中
島
里
菜
さ
ん
　
▽
水
戸
市
長
賞
　
仙
波
菜
穂
さ
ん
・
野
村

美
空
さ
ん
・
田
中
心
結
さ
ん
　
▽
水
戸
市
教
育
長
賞
　
松
田
万
里
枝

さ
ん
・
馬
場
美
羽
さ
ん
・
小
山
希
子
さ
ん
　
▽
茨
城
県
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
理
事
長
賞
　
篠
﨑
灯
里
さ
ん
・
鈴
木
一
路
さ
ん
・
上
野
雄

生
さ
ん
　
▽
茨
城
新
聞
社
長
賞
　
大
島
咲
希
さ
ん
・
菊
池
陽
育
さ

ん
・
久
津
那
爽
香
さ
ん
　
▽
茨
城
書
道
美
術
振
興
会
理
事
長
賞
　
坂

本
藍
梨
さ
ん
・
高
岡
舞
さ
ん
・
荒
木
優
瑞
さ
ん

　
高
校
生
の
最
後
に
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
光
栄
で
す
。そ
し
て
、こ
れ
ま
で
書
の

楽
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
と
両
親

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
高
校
で
背
景
を
学
ん
で
か
ら
作
品
を
仕

上
げ
る
書
の
奥
深
さ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。今
後

も
探
求
心
を
も
ち
、書
道
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

審
査
講
評

伸びやかに　9,182点
第 22 回 茨 城 新 聞 学 生 書 道 紙 上 展

県
知
事
賞
に
　柴
沼 

杏
奈
さ
ん

水
戸
第
二
高　

３
年　

柴
沼　

杏
奈
さ
ん
（
笠
間
市
）

水
戸
葵
陵
高　

２
年　

稲
毛　

彩
華
さ
ん
（
水
戸
市
）

　
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
い
て
き
た
と
思
い
き

や
、
新
変
異
株
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出
現

し
、
ま
た
ま
た
厄
介
な
事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
困
難
な
生
活
環
境
の
中
、
学
校

関
係
、
書
塾
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援

に
よ
り
、
応
募
数
は
多
少
減
少
し
ま
し
た
が

一
万
点
に
近
い
出
品
数
を
頂
い
た
こ
と
は
誠

に
有
難
く
、
こ
の
紙
上
展
に
携
わ
っ
た
方
々

に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
出
品
作
は
日
頃
の
書
道
に
傾
注
す
る
情

熱
、
技
術
の
錬
磨
が
結
実
し
た
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
も
の
で
し
た
。
特
に
高
校
生
の
条
幅
作
品

は
年
々
技
術
、
表
現
力
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
中
国
や
日
本
の
古
典
に
立
脚
し
た
意
欲

的
な
精
神
性
の
高
い
内
容
の
作
品
群
に
い
た

く
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
年
・

小
・
中
学
生
の
多
く
は
、
基
本
点
画
、
送
筆

を
忠
実
に
会
得
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
学
生

の
作
品
は
配
字
や
字
形
を
考
え
て
筆
使
い
が

見
て
取
れ
、
美
し
く
整
っ
て
い
ま
し
た
。
幼

年
・
小
学
生
の
作
品
は
元
気
あ
る
的
確
な
筆

使
い
が
見
事
で
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

実
に
堂
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

◯
柴
沼
杏
奈
さ
ん
　
平
安
時
代
前
期
、
橘
逸

勢
の
書
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
伊
都
内
親
王

願
文
の
臨
。
変
化
と
迫
力
に
あ
ふ
れ
、
躍

動
美
、
筆
の
開
閉
、
太
細
、
緩
急
自
在
の

運
筆
は
実
に
見
事
で
す
。
精
神
性
、
忍
耐

力
そ
れ
に
技
術
が
結
実
し
た
傑
作
の
最
高

賞
作
品
で
す
。

◯
稲
毛
彩
華
さ
ん
　
清
代
末
期
の
書
家
・
楊

峴
の
隷
書
の
臨
。
精
巧
に
引
か
れ
た
罫
線

と
用
紙
の
色
、
そ
し
て
一
点
一
画
集
中
力

を
切
ら
さ
ず
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
仕
上

げ
た
文
字
。
こ
の
精
神
性
、
忍
耐
性
、
品

格
の
高
さ
を
是
非
持
続
し
て
く
だ
さ
い
。

実
に
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。

◯
中
島
月
音
さ
ん
　
紺
紙
金
泥
の
写
経
。
一

画
一
画
根
気
強
く
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て

の
集
中
力
は
実
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。
特

に
金
泥
が
明
る
く
鮮
や
か
で
一
貫
性
十
分

の
作
品
で
す
。

◯
恒
松
佑
妃
さ
ん
　
筋
骨
隆
々
と
し
た
中
国

の
北
魏
の
書
風
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。
難
し
い
筆
遣
い
を
駆
使
し
て
食
い

込
ん
だ
線
は
佑
妃
さ
ん
の
信
念
の
強
さ
を

感
じ
ま
す
。
実
に
堂
々
と
し
た
含
蓄
あ
る

作
品
で
す
。

◯
中
島
里
菜
さ
ん
　
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
堂
々

と
書
か
れ
、
名
前
ま
で
気
を
抜
か
ず
仕
上

げ
た
力
作
で
す
。
「
道
」
と
「
夜
」
の
右

払
い
の
筆
遣
い
は
特
に
上
手
で
す
。

◯
仙
波
菜
穂
さ
ん
　
中
国
後
漢
時
代
の
代
表

的
な
隷
書
「
曹
全
碑
」
の
臨
。
古
典
を
現

代
感
覚
に
と
ら
え
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
丹
念

に
仕
上
げ
た
作
品
で
す
。
一
点
一
画
に
緊

張
感
が
あ
り
、
特
に
終
画
の
波
磔
（
は
た

く
）
は
伸
び
や
か
で
清
々
し
い
で
す
。

◯
野
村
美
空
さ
ん
　
行
書
の
コ
ツ
を
つ
か
ん

で
い
る
よ
う
で
、
筆
遣
い
の
滑
ら
か
さ
、

筆
の
先
ま
で
細
か
い
神
経
が
行
き
届
い
て

い
ま
す
。
本
文
か
ら
名
前
に
至
る
ま
で
丁

寧
に
終
始
一
貫
さ
れ
た
立
派
な
作
品
で

す
。

◯
田
中
心
結
さ
ん
　
紙
面
一
杯
に
堂
々
と
書

い
て
い
ま
す
。
左
右
の
払
い
の
筆
遣
い
は

実
に
見
事
で
、
最
後
ま
で
神
経
を
集
中
し

て
書
い
て
い
る
様
子
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

基
本
に
忠
実
な
こ
と
は
一
番
大
切
で
す
。

◯
松
田
万
里
枝
さ
ん
　
中
国
後
漢
時
代
の

「
石
門
頌
」
の
臨
。
超
濃
墨
と
羊
毛
筆
を

駆
使
し
、
碑
の
素
朴
さ
を
的
確
に
表
現
し

た
好
感
度
の
高
い
作
品
で
す
。
最
後
の
文

字
「
命
」
の
縦
終
画
が
大
胆
で
伸
び
や
か

で
作
品
を
引
き
締
め
ま
し
た
。
見
事
の
一

言
で
す
。

◯
馬
場
美
羽
さ
ん
　
本
文
か
ら
名
前
ま
で
実

に
安
定
し
た
作
品
で
す
。
行
書
の
リ
ズ
ム

と
筆
遣
い
を
会
得
し
た
感
じ
が
し
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
行
書
を
習
っ
て
く
だ
さ

い
。
よ
り
一
層
上
達
す
る
で
し
ょ
う
。

◯
小
山
希
子
さ
ん
　
本
文
か
ら
名
前
ま
で
、

実
に
生
き
生
き
と
力
強
く
堂
々
と
書
け
て

お
り
見
事
で
す
。
上
と
下
の
文
字
が
ぶ
つ

か
ら
な
い
よ
う
に
上
手
に
し
っ
か
り
太
く

書
け
た
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

で
完
成
か
な
？

◯
篠
﨑
灯
里
さ
ん
　
し
っ
か
り
し
た
筆
遣
い

で
、
大
ら
か
に
伸
び
伸
び
と
大
空
に
羽
ば

た
く
よ
う
な
感
じ
で
す
。
筆
の
入
り
方
や

左
右
の
払
い
は
実
に
上
手
で
、
こ
の
様
に

基
本
を
よ
り
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
鈴
木
一
路
さ
ん
　
ど
っ
し
り
と
大
き
く
書

き
、
筆
を
ま
げ
る
と
こ
ろ
が
と
て
も
上
手

で
す
。
特
に
名
前
を
漢
字
で
し
っ
か
り
書

い
て
い
る
と
こ
ろ
が
一
番
よ
か
っ
た
で

す
。
意
欲
的
に
習
っ
て
、
よ
り
一
層
上
手

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

◯
上
野
雄
生
さ
ん
　
富
士
山
の
よ
う
に
大
き

く
、
雄
大
に
心
を
こ
め
て
書
き
あ
げ
ま
し

た
。
名
前
も
一
文
字
一
文
字
丁
寧
に
書
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

◯
大
島
咲
希
さ
ん
　
王
鐸
「
長
条
幅
」
の

臨
。
王
鐸
の
自
由
奔
放
で
豪
快
な
運
筆
と

点
画
の
強
さ
を
よ
く
捉
え
て
い
ま
す
。
線

の
緩
急
、
太
細
が
長
条
幅
を
彷
彿
さ
せ
る

力
強
い
作
品
で
す
。
今
後
は
草
書
等
も
習

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◯
菊
池
陽
育
さ
ん
　
筆
の
入
り
方
が
し
っ
か

り
し
て
お
り
、
本
文
、
名
前
ま
で
緊
張
感

あ
ふ
れ
る
作
品
で
す
。
多
画
の
「
鳴
」
と

「
夜
」
を
上
手
に
収
め
ま
し
た
。
「
夜
」

の
右
払
い
は
ど
っ
し
り
と
し
て
い
て
魅
力

的
で
す
。

◯
久
津
那
爽
香
さ
ん
　
基
本
点
画
が
し
っ
か

り
し
て
お
り
、
四
文
字
が
交
錯
寸
前
ま
で

働
き
か
け
て
明
る
い
作
品
と
な
っ
た
の
は

流
石
で
す
。
本
文
・
名
前
共
に
的
確
、
丹

念
な
筆
遣
い
は
見
事
で
す
。

◯
坂
本
藍
梨
さ
ん
　
本
文
、
名
前
ま
で
伸
び

や
か
で
、
清
々
し
く
、
筆
の
開
閉
、
筆
先

の
遣
い
方
が
実
に
見
事
で
す
。
行
書
の
リ

ズ
ム
と
字
形
の
安
定
性
に
富
ん
だ
実
直
な

作
品
、
流
石
で
す
。

◯
高
岡
舞
さ
ん
　
ど
の
文
字
も
基
本
筆
遣
い

が
丁
寧
で
、
紙
面
一
杯
を
生
き
生
き
と
仕

上
げ
ま
し
た
。
一
画
一
画
ス
カ
ッ
と
し
て

気
持
ち
が
い
い
で
す
。
今
度
は
行
書
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
荒
木
優
瑞
さ
ん
　
紙
面
一
杯
に
大
胆
に
思

い
切
り
書
か
れ
て
見
事
で
す
。
特
に

「
友
」
は
伸
び
や
か
で
素
直
に
書
か
れ
、

感
情
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
作
品
で
す
。
今

後
が
楽
し
み
で
す
。

審
査
講
評

　 

茨
城
書
道
美
術
振
興
会

　
　
副
理
事
長
　
吉
澤
　
石
琥

　
我
が
国
の
伝
統
文
化
で
あ
る
書
道
美
術
を
通
し
て
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
て
、
書
道
美
術
の
普
及
と
向
上
を
目
的
に
県

内
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
公
募
し
た
「
第
22
回
茨
城
新
聞
学
生
書
道
紙
上
展
」
（
主
催
、
茨
城
新
聞
社
、
茨
城
書
道
美
術
振
興
会
）
の
入
賞
作
品

が
決
ま
っ
た
。
応
募
総
数
は
、
幼
年
・
小
学
生
・
中
学
生
、
高
校
生
の
２
部
門
で
９
千
１
８
２
点
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
多
数
の
力
作
の
中
か

ら
県
知
事
賞
な
ど
特
別
賞
20
点
、
優
秀
賞
１
７
８
点
、
奨
励
賞
７
９
３
点
が
選
ば
れ
た
。
最
高
賞
の
県
知
事
賞
に
は
水
戸
第
二
高
等
学
校
３
年
の

柴
沼
杏
奈
さ
ん
（
笠
間
市
）
が
輝
い
た
。

○
茨
城
県
議
会
議
長
賞

○
水
戸
市
長
賞

○
茨
城
書
道
美
術
振
興
会
理
事
長
賞

○
茨
城
県
教
育
長
賞

○
茨
城
県
知
事
賞

【
柴
沼
さ
ん
の
受
賞
の
言
葉
】

―
―
 

第
23
回
　
地
　
区
　
審
　
査
　
員 ―

―

○
茨
城
新
聞
社
長
賞

○
茨
城
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
理
事
長
賞

○
水
戸
市
教
育
長
賞

主　催
　茨城新聞社

茨城書道美術振興会

後　援
茨 城 県
茨 城 県 議 会
茨城県教育委員会
水 戸 市
水戸市教育委員会
茨城県子ども会育成連合会

事務局
茨城新聞社営業局

水
戸
葵
陵
高　

１
年　

中
島　

月
音
さ
ん
（
行
方
市
）

菅
谷
小　

６
年　

中
島　

里
菜
さ
ん
（
那
珂
市
）

春
日
学
園
義
務
教
育
学
校　

９
年　

恒
松　

佑
妃
さ
ん
（
つ
く
ば
市
）

日
立
第
一
高　

３
年　

仙
波　

菜
穂
さ
ん
（
日
立
市
）

櫛
形
小　

５
年　

田
中　

心
結
さ
ん
（
日
立
市
）

茨
城
大
学
教
育
学
部
附
属
中　

２
年　

野
村　

美
空
さ
ん
（
茨
城
町
）

竜
ヶ
崎
第
一
高　

２
年　

松
田　

万
里
枝
さ
ん
（
牛
久
市
）

水
城
高　

１
年　

大
島　

咲
希
さ
ん
（
筑
西
市
）

春
日
学
園
義
務
教
育
学
校　

７
年　

久
津
那　

爽
香
さ
ん
（
つ
く
ば
市
）

友
部
小　

６
年　

菊
池　

陽
育
さ
ん
（
笠
間
市
）

新
荘
小　

２
年　

鈴
木　

一
路
さ
ん
（
水
戸
市
）

雨
引
小　

３
年　

篠
﨑　

灯
里
さ
ん
（
桜
川
市
）

豊
浦
小　

１
年　

上
野　

雄
生
さ
ん
（
日
立
市
）

那
珂
湊
中　

２
年　

坂
本　

藍
梨
さ
ん
（
ひ
た
ち
な
か
市
）
中
郷
中　

１
年　

高
岡　

舞
さ
ん
（
北
茨
城
市
）
外
野
小　

５
年　

荒
木　

優
瑞
さ
ん
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

友
部
小　

４
年　

小
山　

希
子
さ
ん
（
笠
間
市
）

け
や
き
台
中　

３
年　

馬
場　

美
羽
さ
ん
（
守
谷
市
）

（
五
十
音
順
）

敬
称
略




